
平
成
二
十
五
年
四
月
十
五
日
提
出

質

問

第

四

八

号

過
疎
地
域
に
お
け
る
郵
便
貯
金
の
預
入
限
度
額
の
適
用
除
外
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

小

池

政

就
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過
疎
地
域
に
お
け
る
郵
便
貯
金
の
預
入
限
度
額
の
適
用
除
外
に
関
す
る
質
問
主
意
書

郵
政
民
営
化
法
第
百
七
条
に
よ
り
、
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
対
し
て
は
、
預
入
限
度
額
の
制
限
が
あ
り
、
政
令
に
よ
り

そ
の
額
は
、
一
千
万
円
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
百
八
条
に
お
い
て
適
用
除
外
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
、
郵
便
局
以
外
に
「
一
般
の
金
融
機
関
が
な
い
市
町
村
の
区
域
」
と
し
て
告
示
す

る
北
海
道
古
宇
郡
神
恵
内
村
、
東
京
都
利
島
村
・
御
蔵
島
村
・
青
ヶ
島
村
、
沖
縄
県
八
重
山
郡
竹
富
町
等
の
区
域
に
主
た
る
事

務
所
が
所
在
す
る
、
①
所
得
税
法
別
表
第
一
に
掲
げ
る
内
国
法
人
（
公
共
法
人
等
）
、
②
労
働
組
合
、
③
国
家
公
務
員
法
第
百

八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
団
体
、
④
地
方
公
務
員
法
第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
団
体
、
⑤
社
会
福
祉
法

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
事
業
を
経
営
す
る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
が
預
金
者
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
預
入

限
度
額
の
適
用
を
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
郵
便
局
以
外
に
「
一
般
の
金
融
機
関
が
な
い
市
町
村
の
区
域
」
に
お
い
て
は
法
人
等
に
限
る
こ
と
な
く
個
人
に
対

し
て
も
預
入
限
度
額
の
制
限
を
適
用
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
至
急
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
尖
閣
諸
島
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
住
民
が
い
な
い
離
島
に
つ
い
て
は
我
が
国
固

有
の
領
土
と
し
て
国
際
社
会
に
主
張
す
る
際
に
そ
の
根
拠
が
希
薄
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
離
島
の
住
民
の
方
々

一



は
国
土
の
保
全
と
い
う
国
益
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
方
々
に
対
し
預
入
限
度
額
の
制
限
が
あ
る
こ
と

に
よ
り
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
不
利
益
を
か
け
る
こ
と
は
忍
び
な
い
か
ら
で
あ
る
。

右
質
問
す
る
。

二


